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令和 7 年度水力発電導入加速化事業 

 
１．事業の目的 
長野県平谷村の矢作川水系柳川地点において、小水力発電の事業性評価を実施する。 

２．事業の内容 
（１） 事業者名 

おひさま進歩エネルギー株式会社 
（２） 補助事業の名称 

柳川小水力発電所基本設計事業 
（３） 事業期間 

令和７年 6月 11日 ～ 令和 8年 2月 20日 
（４） 調査を実施する発電設備の概要 

a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 0.47㎥/s 
c.有効落差 ： 52.2ｍ 
d.出   力 ： 199ｋW    

３．令和６年度の事業実施概要 
・ 基本設計 
専門の設計会社により基本設計を実施。すでに実施してあった流量調査結果より流況を決定し、その
流況をもとにして、発電規模を検討。洪水位の算定から土木設備の構造検討。土木設計を行った。 

 
 
 
水管橋の位置検討 
                       
                                           
・水路縦断図 

実測の測量図上に導水管の埋設ルートを設定し、標高から 

下図の縦断図を作成した。  

 

 ４．事業の成果等 

① 基本設計  

流量調査の結果と、同水系の測水所である矢作ダムの流入量 10 年平均の相関が充分であることを確認し、流況を算出し発電

設備の検討を行った。  

② 事業性評価  

最大使用水量を変化させてそれぞれについて導水管の管路内径を決定し、その数値より損失落差を算出。有効落差より算出し
た最大出力から年間有効電力量を出し、年間の収入を決定。全体の設備工事費を積み上げて、別途年間経費も算出。それぞ
れについて年間収支を計算し経済性を比較した結果、最大使用水量 0.47t/s を決定した。使用水量に適合した水車発電機の
見積もりを 3 社より取得して、レイアウトや設備構成の想定した上で、工事費を決定し事業性評価を行った。その結果円安や資
材高騰による建設費上昇を許容できず、コストダウンを図ったとしても採算性が見込み難い結果となった。国が検討を始めた建
設コスト上昇を FIT価格に反映する仕組みや、地域裨益型の小水力向け補助制度が新たにできるタイミングを待って、詳細設
計の検討をしていく。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．事業スケジュール 

項 目 
令和７年度（実績） 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 

基本設計（流量資料の整理）    
 

       

基本設計（発電規模の検討）            

基本設計（土木設備の基本設計）            

基本設計（電気設備の作成）            

基本設計（設計図面の作成）            

事業性評価          
 

 

 


